
4.1 著加 瑞一 (用度係 )経理係 より       4.1 松村いく子 (保健体育 )厚生補導係より

大谷 浩― (用度係 )経理係より     ≪〔改姓 E≫

麻尾 昌子 (学務第二係 )ド イツ語より    3.7 山根 和子 (人事係 )旧 姓 松原
山根 和子 (厚生補導係 )人事係より     4.1 柿田由紀子 (庶務係 )旧 姓 吉岡
尾崎美枝子 (情報行動 )学務第二係より

海  外  渡  航  者

(出 張および研修 )

式部  久 (ヨ ーロッパ研究 教授 )      栃木 省二 (自 然環境研究 教授 )
渡航先  アメリカ合衆国,連合王国,フ ランス   渡航先  インドネシア
目 的  大学における一般教育改善動向調査    目 的  熱帯地域における第二紀地すべり実体
期 間  53.3.5～ 53.3.24              調査

熊丸 尚宏 (自 然環境研究 助教授 )       期 間  53。 7.25～53.9.6
渡航先  アメリカ合衆国            佐藤 道郎  (ド イツ語 助教授 )
目 的  自然環境における微量元素の動態解析   渡航先  台湾

に関する研究              目 的  敦建写本の研究
期 間  53.3.30～ 54.3.25          期 間  53.6.21～ 53. 7. 1
小野 寛晰 (情報行動基礎 助教授 )      福田 幸夫 (ド イツ語 助教授 )
渡航先  ポーランド               渡航先  アメリカ合衆国
目 的  数理論理学における代数的方法の研究   目 的  ドイツ語教授法の研究
期 間  53.4.28～ 53.6.5          期 間  53.6.30～ 53.8.30
頼  洪一  (日本研究 助教授 )        今井 光規  (英語 助教授 )
渡航先  連合王国,オ ランダ, ドイツ連邦,    渡航先  連合王国

オーストリア,フ ランス         ロ 的  英語の統語法と文体発達の研究
目 的  第 7回国際経済史学会出席および情報   期 間  53`7.3～ 53.9。 20

交換,資料収集            丹治 信義 (ド イツ語 助教助 )
期 間  53.8.5ん 53.8.30         渡航先  ドイツ連邦共和国
樹下 行三 (情報行動基礎 教授 )        目 的  ゲーテ・ インステトウト ドイッ語
渡航先  フランス,オ ース トリア,連合王国         講習会参加

目 的  第 8回耐故障計算機システム国際シン   期 間  53.6.30～ 53.10.2
ポジウム出席並びに計算機システムの  戸田 吉信  (ヨ ーロッパ研究 助教授 )
研究調査 ‐              渡航先  フランス,ス ペイン|イ タリア,

期 間  53.6.18～ 53.7. 4               ギリシア

小林  惇 (人間行動研究 教授 )        目 的  フランス語教育の調査研究
渡航先  バ ミューダ,ア メリカ合衆国,カ ナダ   期 間  53. 7.18～ 53.9.10
目 的  興奮の神経筋伝達に関する比較生理学  館山  豊 (英米研究 助手 )

的研究                 渡航先  アメリカ合衆国
期 間  53.7.1～ 53.8.31         目 的  アメリカ経済及びアメリカ石油産業の
村瀬 延哉 (フ ランス語 講師 )― ‐           研究

渡航先  フランス               期 間  53.7.1～ 54.5.31
目 的  17世紀フランス文学特にコルネイユの  中根 周歩 (自 然環境研究 助手 )

:演劇研究                渡航先  大韓民国
期 間  53.6.29～ 54.7.1          目 的 .韓 国における環境変遷史の調査 ‐

其月  間    53. 7. 10^‐53. 10. 30
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昭 和 53年 度 下 記 委 員 会 委 員

○コー不。講座委員会

(委員長 )陣 崎 真 博
上 杉 文 世
久 野   昭
志 村 賢 男

今 中 比呂志
水 上 孝 一

重 中 義 信

○学務委員会
‐
  (委 員長 )小 林   惇

▼
ノ    頼  祓 一

水 島 裕 雅

中 峯 照 悦

高 崎 禎 夫

磯 道 義 典

黒 川 正 流
田 代 .嘉 宏

∪

秀     敬
富 永   晃
安 藤 貞 雄

佐 藤 道 郎

北 村 靖 治

小 林   惇

佐 田 公 好

根 平 邦 人

松 田 正 典

保 田 茂次郎
藤 本 黎 時

本 田 和 親

中 川 正 之
荒 井 貞 光

飛翔は着実に「 軟化 」しています。創刊号より目

を通されている方は,内容がしだいに堕ちていると

感じているかもしれません。編集が拙いせいでもあ

りますが,し かしある意味でこのことは私達自ら望

んだ結果でもあるのです。内容をもっと“おもしろ

く"も っと読者の関心をひくような,特に学生にア
ピールできるような話題を組むこと。それがここ当

分,私達が飛翔を編集するにあたっての方針です。
なぜか,そ の理由をここで書こうと思いましたが一 や

めます。この種の雑誌が果して “おもしろく"なけ

ればならないのかどうか,編集委員が企画を考え特

集を組み原稿を依頼するという形で終始 してよいの

か,飛翔の理想的な姿とは何なのかということをみ

んなに考えてもらいたいからです。

今度の特集のためにいろんなところに原稿を依頼

して回った時,所属学生の論文を集めて雑誌を出す
コースや群のあることを知 りました。とてもやる気

に溢れていてそれはそれで良い事だと思う反面,急
に自分のやっていることが虚しくな りました。飛翔

浩

則 文
誠

俊 雄
正 富

行 三

小 野   茂
井 上 千 吉

大 内   侃
松 尾   博
松 本   昭
宮 原 満 男

土陽男

廣一郎

喜 恵
倍 之

吉 仲
鈴 木
熊 澤
竹 島
」ヽ 村

江 口
橋 本

福 田
西 田

正 和
達 彦
一 衛
俊 之
尭

正 晃
功

幸 夫
芳 郎

ってい ったい何なのでしょう。新たに雑誌を創るほ

どに意見を発表する場を必要としているのであれば ,

せめて飛翔に投稿してください。多くの人の日にふ

れて群やコースを超えたいろんな所からの批判や反

論が期待できると思 うのですが,ど うでしようか。

(裕 )

時々,ナ ンデコガンコトシヨル トャロッテ思ウト
パッテンガ,結局 ミンナデ, ヒトツモンバ作ル トノ

楽シカケンサ。誰カシテミンヤ。   (浜 )

あは らしさに耐えながら,がんばっています。

(田村 )

ついこの間,編集に参加したばか りで, もう編集

後記なんで,お こがましくて……   (正 恵 )
空を見あげると,自い空:青い雲……ムムッ。ど
っと疲れの見える今 日この頃です。  (リ ミ)
片手に FORTRAN,片 手に原稿用紙。 (耕 )

今のとこ,何とか落 っこちずにいます。それはと

もかく巨人には浮上してほしいですネ。新浦さん,

頑張ってェ !

○就職委員会

(委員長 )山 甲
渡 辺
村 上
山 崎
舟 場

樹 下
○学生生活委員会

(委員長 )高 本
前 田
大 石

田 村
小 野
田 所

○広報委員会

(委員長 )小井手

清 水
‐舟 橋
櫃 田

彦

昭

一
之

晰

士

友

利

俊

和

寛

佑

記後集編
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編集季早キリ争ばかりの忠慢編集霧量築撃婆 鍵 卜量革今や喘嘩黍簿織鶴 ます。

さい。こんどから しっかりやるからね。 (狂子 )
(文 )
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:学生・教官 ,職員のみなさんが::意見や情報を発表レ報告する場が「 飛翔」とヽ う`雑誌で瀦 投稿を

歓迎.し ますj論文やィド■ 時 ルギ ,:随筆,小説,詩なぜからカラ ドやイラストまでジキャノイを聞いま

せん。また掲載記事に対す る批判や反論も歓迎。各学年の編集委員か厚生補導係へ随時持ち孝つてくだ
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~‐ 飛翔編集萎貰大募集.    :1 11
,11  11          11  :.   :                  |

1 学年性別成績経験■切不間
=1給
与無償。圧倒釣吟

優遇す

`i特

に5■3年度生求し:毎週水曜の編集会議・
に来てください。 ..           11 ■f
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